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＜移転工事状況（平成２７年９月１日撮影）＞ 

 

現在は、地下の構造体を作る

ための土工事や、建物の荷重

を地盤に伝えるための杭工事

を行っております。杭工事が

完了すると、いよいよ建物を

建てるための建設が始まりま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院の地下には 50 本の杭が入ります。     奥に見える建物は白井保健福祉センターです。 

 



～　ホームページ公開　～

【工事進捗状況】

平成 27年 8月末現在、基礎工事実施中です。平成 28年春開設に向け順調に進んでおります。

※詳細につきましては　　　　　　　　　　　　　　　　　を検索ください。

『平成 28年春　開設にあたりオープニングスタッフの募集を行っております。』

皐 仁 会

http://koujinkai-satsukinosato.com/
http://koujinkai-satsukinosato.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副院長 腎臓内科・透析科医師 

李  嘉 明 り・よしあき 

 

 

〈 資格・認定 〉 

 

医学博士 

日本内科学会認定内科医 

日本透析学会専門医 

日本透析学会指導医 

日本腎臓学会専門医 

日本腎臓学会指導医 

日本医師会認定産業医 

日本内科学会会員 

日本透析学会会員 

日本腎臓学会会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年６月より白井聖仁会病院に赴

任いたしました李 嘉明と申します。 

長崎大学医学部を昭和６３年に卒業し、長

崎大学第２内科腎臓班に所属していました。

当院に赴任する今年の６月までの２０数年

間は、第２内科の関連病院を回っていまし

た。第２内科では基幹病院や救急病院から離

島の診療所まで回り、様々な関連病院で多岐

に渡る貴重な臨床経験をさせていただきま

した。前職の長崎腎病院は腎炎から透析医療

まで腎疾患、特に腎不全治療を専門とする医

療機関であり、私はそこで副院長として１２

年間務めておりました。 

近年、慢性腎臓病 CKD の患者は世界規模

で急増しており、日本国内の問題にとどまら

ず、世界的な医療問題となっており、今後の

透析医療はますます重要になってくると思

われます。特に末期腎不全の治療の一環とし

て、透析医療の技術の進歩は目を見張るもの

があります。高い透析医療の質、患者へのよ

り良いサービスの提供および地域密着型の

医療連携などが求められていると思います。 

私事で恐縮ですが、東京都内に就職した二

人の子供から、家族皆が近くに住んだ方がよ

いと関東への移住を促され、当院への転職を

決めました。 

趣味は卓球とフォークギターです。若い頃

は長崎市内の市民卓球大会で入賞をしまし

た。休日になりますと気分転換にギターをひ

いております。 

私にとって新しい仕事環境ですが、皆さん

に温かく迎えられてとても有り難く思って

おります。これからも千葉の医療事情を勉強

しつつ、微力ながら地域の医療に少しでも貢

献できたらと思います。宜しくお願い申し上

げます。 

腎臓内科 

曜日     水曜日 

受付時間   午前７時～１２時  

診察開始時間 午前９時～ 

新規の患者様は事前に外来看護師へ 

ご連絡をお願い致します。 



 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビでも報道されてい

ますが施設の職員による

虐待はもってのほかです。

絶対あってはならない事

です。日常の利用者の変化

（身体）を日々見逃さず対

応する必要があると感じ

ます。 

虐待の事実は許されるも

のではありませんが、加害

者の生活背景や生い立ち

も踏まえて支援していけ

ればと感じました。 

虐待をしている人のほとん

どの人に自覚がないこと、

虐待なのか区別が難しいこ

と、本人が心を痛めた場合

でも虐待に当たる可能性が

あることなど、様々な状況

において虐待となることを

教わりました。発見した場

合には通報の義務があり、

適正に対処できるように学

び、常に意識して患者に接

したいと思います。 

白井市地域包括支援センターの鈴木様をお招きし、虐待につい

ての勉強会を開催いたしました。 

 

虐待について 

平成２７年 

６月１７日 

 

接遇とコミュニケーション

のあり方について 

平成２７年 

７月２２日 

 

仕事に追われてしまう時があるので患者さんとお話

しするときには落ち着いて対応する様に心掛けます。 

日々、患者様の目線になって言葉を選ぶ。気遣い、配慮の大切さ

を再確認しました。今後も患者様に信頼して頂ける様なリハビリ

テーションを提供していきたいと思います。 

普段何気なく患者さんに接しているが改めて自分の接遇につい

て振り返りました。忙しさに紛れてつい言葉が足りなかったり視

線があちこち泳いだり気をつけなければならないと再確認出来

ました。患者さんとの信頼関係は透析看護において大変大切なこ

となので今後の仕事につなげていければと思います。 

普段の仕事中に使用する言葉の選び方と口調につい

て例を示しながらの講義だったのでとても理解しや

すかったです。傾聴する際には①アイコンタクトを取

る。②体の向きや位置に配慮する。③相づちを入れる。

と何気なく行なっている事ですが意識して行ってい

く様にしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
七
年
七
月
十
四
日 

院
内
防
災
訓
練
を
行
い
、
無
事
、
患
者
様
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
消
火
器
を
使
っ
た
消
化
訓
練
を
行
い
、
消
防
署
の
方

か
ら
の
総
評
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

平成２７年 

７月３１日 

コードブルーの訓練を実施しました。 

患者の容態が急変して心肺停止などの緊急事態が発生し

たことを知らせることをコードブルーと呼びます。 



 

 

透析室は、医師 2 名、臨床工学技士 4 名、看護師 16 名、看護補助

者 5 名、クラーク 1 名で外来・入院患者様の血液透析を行っています。 

「一人ひとりがその人らしく、よりよい透析生活を過ごせるようサポー

トしていける。」目標を掲げ、透析スタッフ一同、患者様に寄り添い、

心のこもった医療を提供できるよう日々努力しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

透析について、解らない事

がありましたら、お気軽に

お声をおかけください。 



患者さま一人ひとりのかけがえのない人生の支えとなれるように人に優しい医療・看護・介護を実践します 

 

 

１ 私たちは、患者さんの意思を尊重し、安心・安全な医療を提供します 

２ 私たちは、健康と生命を守るため日々研鑽に励み、質の高い医療を提供します 

３ 私たちは、地域と密に連携し、地域医療の発展に貢献できる病院を目指します 

４ 私たちは、時代に即し、地域のニーズに応えられる、満足度の高い病院を目指します 

５ 私たちは、心が通い合う、人生に夢と希望を抱ける医療を目指し、最善をつくします 

 

 

１ 安全で良質な医療を平等に受けることができます 

２ 人としての尊厳が保たれた医療を受けることができます 

３ 病気や治療について十分な説明を受けることができます 

４ 治療方針の決定に参加し、ご自身の意思で医療を選択することができます 

５ 病気あるいはその治療方法などについて、他の医師もしくは他の医療機関の意見を聞くことができます 

６ 病院に対して意見や要望を述べることができます 

７ プライバシーは保護・尊重されます 

 

 

１ 適切な医療を受けるため、自らの健康状態等、必要とされる情報をできる限り正確に担当の 

医療者に伝える責務があります。 

2  検査や治療について納得して合意したその方針に意欲を持って取り組む責務があります。 

3  自分自身を含めた全ての患者さんが快適な環境で医療が受けられるよう、病院の規則や病院職員 

の指示を守る責務があります。 

4  提供を受けた医療に対し、医療費を支払う責務があります。 

 

 

 

 

 ６月 ７月 ８月 

１日平均外来患者数 ３０１ ２９８ ２８５ 

１日平均入院患者数 １５８ １５５ １６７ 

月間新患者数 ２５１ ２８１ ２６６ 

月間急患者数 ３３ ５７ ６０ 

 

放射線検査 ６月 ７月 ８月 

一般撮影 １６７２ １４２６ １４７０ 

マルチスライス CT １３７ １６８ １５２ 

透視 ６３ ６２ ４５ 

マンモグラフィ ３５ １０８ ８３ 

白井聖仁会病院の診療実績 

（平成２７年 6 月・7 月・8 月） 


